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琵琶湖南湖における動物プランクトン相の変遷
　　　　　　　　　（1982－1997）

一瀬　諭’若林徹哉“野村　潔“

Succession　of　Zooplankton　in　the　Southern　Basin　of

　　　　　　　Lake　Biwa　－1982～1997一

Satoshi　IcHlsE’，Tetsuya　WAKABAYAsHI●　and　Kiyoshi　NoMuRA。

は　じ　め　に

　湖沼におけるプランクトン調査は，現在多くの湖沼に

おいて継続実施されている．しかし，長期間にわたる植

物プランクトン相や動物プランクトン相の変遷および微

細なピコ植物プランクトン（0．2～2．0μm）から大型のミ

ジンコ類（0．5～10mm）まで一貫したプランクトン相の変

遷については，報告例1）が非常に少ないのが現状である。

　当センターでは、琵琶湖におけるプランクトン調査を

1977年から数地点において現在に至るまで継続実施して

おり，前報では，琵琶湖北湖における18年間の植物プラ

ンクトン相の変遷およびその水質の現状について報告2）

してきた．今回は琵琶湖南湖に注目し，その代表点とし

ている唐崎沖中央（「南湖中央」と呼ぷ）および瀬田唐橋

流心（「瀬田川流心」と呼ぷ）における動物プランクト

ン相の変選を中心にまとめたので報告する．また，ここ

で記載する動物プランクトンとは，運動性の有無に拘わ

らず従属栄養性の10μm以上の大きさのプランクトンを

対象とした．

法方

1．調査地点

　調査地点は図1に示す南湖中央および瀬田川流心の2

地点であり，採水は両地点とも表層水（水深0．5m）で

ある．

2．調査期闘

（1）南湖中央

　琵琶湖南湖中央においては1982年4月～1997年12月ま

での16年間，原則として毎月2回調査を実施した．しか

し，1982年1月～3月および1989年1刀～1990年3月の

期間については欠測である。また，原生動物の1986年4

月～1987年3月の期間についても欠測である．

（2》瀬田川流心

　瀬田川流心は1990年1月～1997年12月までの8年間，

原則として毎週1回，月曜日午前中に実施した．

3．調査項目

（1）南湖中央：動物プランクトンの種類およびその1L

中の個体数．

（2）瀬田川流心：動物プランクトンの優占種およびその

1L中の個体数．
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4．採集方法および計数方法

ω　南湖中央

　南湖中央は自然沈澱による濃縮法（「自然沈降法」と

呼ぷ）を用いた．バンドーン採水器で採水した後，試水

1Lの中に前処理としてグルタルアルデヒド固定液3）を

0．5v／v％になるように添加した．固定2時間後，保存の

ためホルムアルデヒド液を3～5v／v％になるように添加

し，24時間静置し自然沈澱させた．次いで上澄み液をサ

イフォンを用い静かに取り除き，最初の1／10量とし，

これを2回繰り返し最終容量10mLにまで濃縮した．

　計数は10m　Lにまで濃縮した試料の1mLを直接界線

入りプランクトン計数板（離合社製：図2）に取り，倍

5cm

（50マス）

（K の　　劃　　坤　　晒　 肺　　幽

レ

o偶
）

図2　プランクトン計数板
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率100～500倍で観察し，動物プランクトン種の同定とそ

の個体数の計数を行った．

（2）瀬田川流心

　瀬田川流心は，プランクトンネット（国際規格NXXX

25：網目40μm；「プランクトンネット法」）で40Lの湖

水をろ過し動物プランクトンの採集を行った．計数方法

は湖水40Lを40mLにまでネットで濃縮し，その中の1

mLを直接界線入りプランクトン計数板に取り，倍率100

～500倍で観察し，動物プランクトン優占種とその個体

数を計数した．

結果および考察

1．種類数
（1）南湖中央

　各年に観察された種類数および本期間中に観察された

全種類については，未同定種も含め巻末に一覧表（表1，

表2）として示した．今回の調査期間中に観察された動

物プランクトンは，原生動物31属43種であり，ワムシ類

25属58種，甲殻類8属11種類，合計64属112種であり，

ワムシ類に属する種が最も多く観察された．年別にみる

と種類数が最も多かった年は1990年の66種であり，最も
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少なかった年は1992年の33種であった．

（2》瀬田川流心（表3）

　瀬田唐橋流心部において，この8年間に観察された優

占種は，原生動物12属16種であり，ワムシ類13属17種，

甲殻類5属6種類の合計30属39種であった．・また，各年

別に優占種の種類数をみると，最も多かった年は1997年

の17種であり，少なかった年は1990年の12種類であった．

2．動物プランクトン優占種の変遷

（1）南湖中央

　南湖中央における優占種からみた動物プランクトン相

の変遷を原生動物，ワムシ類，甲殻類に分けて記載した．

　a　原生動物（図3）

　　原生動物に属する種は，根足虫類や太陽虫類および

織毛虫類が多く観察され，優占種となる回数が最も多かっ

たのは繊毛虫類であった．この繊毛虫類は，水温の低い

1～4月にTf舵επ漉漉μm刀μ師αε‘セが優占種となる回数

が多く，4～9月までの期間中は小型のSεoroδ漉dεμ肌

sp。（b）が大増加した．また，9～11月の期間にはT’π匪

肌o螂‘s　erα孟θmが多くなり，12月に入ると再び7、∫伽εα躍ε

が優占種となる事が多かった．このTε厩‘㎜雌μ肌属や

Sεoro捌雌μ肌属の中には，形態が明らかに相違するも

のが複数存在していたため，属名の後に記号を付し，別々
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の種として計数を行った．

　次に，根足虫類や太陽虫類も時々優占種として出現し，

根足虫類ではDε∫〆如8ぬケωεeoZZαが1982年9月と1995

年8月に，また，D．eoroπαも1982年9月に優占種となっ

た．太陽虫類では1982年から1993年の5～7月の期間中

に、4eα漉hoqγsε‘s　chαε£oρhorαおよび，現在未同定種

である太陽虫が2，000～5，000個体／Lと非常に多く計数

された。

　b　ワムシ類（図4）

　　ワムシ類で優占種となる回数が最も多かったのは

Po｛γαr肋rαu認8αrεs（以前，PoZlyαrεhrαε7∫8’αとして

いた種であり，P．do伽hopεrαを含む）および助πo加ε飽

sεメ砒α（S。oわJoπ8αを含む）であり，年間を通じて観

察された．経月的な変化をみると水温の低い1～3月に

かけてはP．ひ雌8αr‘sとS．sε図砒αが優占種となり，その後

4～6月までの期間は本種に加えκθJZfeo頗α‘oη8‘sp加α

や淡水赤潮の原因プランクトンの群体内に入り込み細胞

を捕食するNoε0〃職αめsp．が優占種となった．また，

1986年と1995年の春季にはκθr砿観αgμ㎝lrα£αが優占

種となることもあった．夏季である7～9月にかけての
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水温の高い期間中はHe，‘αr疏rα〃痂α（以前はPθdα」め

1πケαとしていた種）やTr‘e加oεreαわεros尻s（以前はT．

sむ図αεαとしていた種）およびκθrαむ観αcoeんZεαr‘sなど

の多くの種が優占種となった．K．coehZθαrごsは水温の高

い夏季に観察され，冬季にはほとんど観察されなかった．

また，H．〃1‘rαも夏季に主に出現する種である．水温が

低下してくる10月以降になると再びP。oμZ8αr‘sやS．sεッZαεα

が優占種となる事が多くなった．

　c　甲殻類（図5）

　　甲殻類は大きく分けるとカイァシ類とミジンコ類に

分かれ，主なカイアシ類はEo漉α嬢0〃1μSノαpOπごCμSであ

り，主なミジンコ類はBOS〃↓加αZOπ8εrOSεr‘Sであった．

経月変化をみると，水温の低い1～3月は，試水1L中

には甲殻類の存在が認められないことも多かったが，水

温が上昇してくる3～6月になるとB．Zoπ8ごrosεr‘sがま

ず優占種となって出現した．その後，6～10月になると

大型のE．ノαpoπ‘cμsが主に優占種となった．10月以降は

このE。ノαpO漉側Sに加えDαp肋‘α8αZ飢εαやP‘αpん㎝OSO肌α

わrαeh餌配肌，B．’oπ8εros尻sなどの様々な種が出現し

優占種となった．

7

90ES肇　ES

　　　8

塵　TC　TC

91ES　ES－B麗　ES　・麗願TC麗
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D
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買
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κθ11100舌f18　10〃815pi’7a

κθra‘θ11aoooカ1θar15v．班aoroo3π伽

κθraオθ11a　σμa（fra‘a

∬θπar‘血r3π1fra

Po四P々01yx5〃∫03‘3

Po1γ8r飴侶門198ri3

3y刀o盈aθε80か10πga

5γπoカaθ‘a3亡yla抱

Trloカooθroa　かfro3‘r15

βoε皿1〃a　loπ8iros孟r13

〃aρ血111a　g81θ8哲a

〃aρカπ18　10π915P1πa

〃iaρカ8π050πaかraoカyαrα皿

80ゴ1aρ‘0皿α3／aρ0π10α3

κθ500yo10P51θどo左ar孟∫

単位＝

　　　太陽虫，根足虫

　　　繊毛虫類

　　　ワムシ類

　　　甲殻類

個体数／1
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｛21瀬田川流心（図6）

　瀬田川流心における動物プランクトン優占種の変遷を

原生動物，ワムシ類，甲殻類に分けて記載した．なお，
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琵琶湖南湖における動物プランクトン平
均総固体数の経月変動（1982－1997）
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　図8－1　琵琶湖南湖における原生動物各種の経年
　　　　　変動（太陽虫，根足虫綱1982－1997）

図6の中央部に示した数字は，それぞれの種の1L中の

個体数である．

　a　原生動物
　　原生動物では繊毛虫類，根足虫類および太陽虫類な

どの種が主に観察された．優占する回数が最も多かった

ものは繊毛虫類で404回の調査期間中に156回優占種となっ

た．また，根足虫類や太陽虫類も優占種となることがあっ

たが，その回数は32回であった．特に根足虫ではD功吻8εα

わrθり‘eoZZαが1993年9月と1995年8月に多くみられ，ま

た，太陽虫類では，4eα就hoqysεεs　eんαθεopんo～αが1993年

11月と1997年12月に多くみられた．

　繊毛虫類では丁厩加πopsおerαεθrαが優占種となる回

数が最も多く，404回行なった調査期間中に95回優占種

となった．中でも1993年7月（2，400個体／L）と1995

年6月（5，700個体／L）に非常に多く計数された．

　その他の繊毛虫類としてはερεsεッ’εs　sp．が1991年7

月に，Zoo疏αmεπ彪〃↓sp．は1992年5月に多くみられた．

　b　ワムシ類
　　ワムシ類の仲間では，優占回数が最も多かったのは

Poζγαrεhrαひ副8αrεsであり，404回行った調査期間中に

106回と多かった．また，旦y几ehαε£αs妙Z飢α（一部

毒πehα2砿oわZoπ8αを含む）は41回優占種となった．こ

の2種が優占種となる回数が多い季節は冬季～春季にか

けてであり，P．uμ」8αrごsは1991年12月に最も多く計数さ

れ，S．s乙ンZαεαは1993年6月に最も多く計数された．

　c　甲殻類

　　甲殻類の優占する回数をみるとミジンコ類が20回，

カイアシ類は5回であった．特にミジンコ類ではβσs”1‘肱

10η8ごrosεrεsが15回と最も多く，カイアシ細まEodぬpεo肌μs

ノαpo漉e鵬が4回であった．また，B。Joη8かosεr‘sでは

1992年6月（4，000個体／L）と1996年8月（4，600個体

　　個体敗／110000
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図8－2　琵琶湖南湖における原生動物各種の経年
　　　　変動（繊毛虫綱　1982－1997）
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／L）と異常に多い個体数が計数された．また，大型の

且ノαρoπεeμsも1994年7月（120個体／L）に優占種となっ

た．

　d　優占種の経年変化

　優占種の経年変化についてみると，1990～1993年に

かけては，同じ優占種が連続的に出現する回数が多かっ

たが，近年の傾向としては優占種の交代が当時に比ぺ早

くなってきており，同じ種類が長期間連続して優占種に

なり難くなっていることが推察された．

3．南湖中央における主な出現種の特徴と変動

南湖中央において10回以上優占種となって出現した種

の形態および出現時期の特徴は次のとおりである．また，

琵琶湖固有種についても参考までに記載した．

U）原生動物（図8）

　この調査期間中に優占種として10回以上出現した種は

4種であり，これらの種によって全体の83％が占められ

ていた．しかし，太陽虫類に属する！、．ehα2εop加rαや

根足虫類に属するP．加ε漉eo伽や1）・eoroπαも一時的に増

加し優占種となった．また，琵琶湖固有種とされている

Df”膨8∫αb‘ω㏄（Pho．1）は川村多実二氏5》によって新

種として報告された種であるが，当所においでは，本種

を最後に観察したのは北湖では1987年8月の今津沖中央

水深90m層であり，南湖では，1978年9月の瀬田川流心

部であった．また，今回の期間中においては両地点共に

全く観察されず本種は絶滅した可能性もあると考えられ

る．参考までにその形態を示すと・体の大きさは250～350

μmで中央部はほぼ紡錘形をなし，その後端は伸長して

先端部は1本の突起を形成している．前方の口孔部は漏

斗状に広がり口縁は波状を呈している．以前の調査6）で

は夏季に北湖で多く観察された種類である．

Pho．1　D朔μ8εα伽αε　（×180）
　　　灘　　　　織
　鐵　　　　　　　　　　　　、灘 遙撚熱

Pho．2　　　S乙oroわ∬εdεμ1ηsp．（b）　　ノ」、　（x250）

（

Ph・．3丁痂朋誠μ肌∫Z顔αε‘’θ（×250） Ph・．4Ti几乙伽opsεsごrαεθrα　（×600）
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　＆　　Sεoroわf’fぜεμzπsp．（b），　（131／317回：Pho．2）

　　本種は翫orob班4如肌属の中でも小型の繊毛虫に属

し，その大きさは2G～30μ癬．スト鎌ビ琴ディウムと呼

ばれる．体は球体から構円体で葡端に囲β部がある．こ

の囲口部周辺に繊毛を有するが，その数は他の繊毛虫類

に比べ少ない．南湖では年間を通じて観察されれるが，

春季～夏季に特に増加を示し1997年5月には最高38，000

個体／Lが計数された．

　b　　Tεη‘επ几‘dεμ〃葛∫～μofα‘記θ　（64／317回：Pわo。3）

　本種はフデツツカラムシと呼ばれ，体は円筒形で大

きさは50～王00μ澱。薄い殻をもち微小な砂粒を含有す

る．生きているものは前方から繊毛列を出し遊泳する．

この種は，主に水温の比較的低い1～6月にかけて優占

種となった．1988年4月（35000個体／L）および1992

年3月（38，000個体／L）1こ大きな増茄が認められた。

　C　Tεη伽πopsεsααこθrα（53／318回：P寿G．4）

　本種はスナカラムシと呼ばれ，体はツボの形をして

いる．大きさは40～80μm．堅い殻を持ち，その殻には

砂粒を含有する．体色は黒色で，前方が開き，その後方

にくびれがある．生きているものは薄方から繊毛列を外

に鐵し遊泳する。南湖では、毎年秋季に多くみられ，19瓢

年5月には最高41，000個体／Lが計数された．

　d　　T加εε㎜如1如〃葛sp．（17／317回＝Pho．5）

　本種はフデツツカラムシと呼ばれ，前種より大型で

殻の長さは約100μm，口部の直径約80μmであり口部

が広がっているのが特徴である．また，その後方は徐々

に細くなっている．穀の表画は砂粒を含有する．1990年

から想飢年にかけて優占種となる駆数が多くなったた、

〔21　ワムシ類（図9）

　この調査期間中に優占種となって10回以上出現した種

は6種であり，これらのワムシ類が優占種となった調査

謝数は全体の87％を占めた．

　a　Po加～伽αひ囎翻s（ま5玉／33掴：P蓋・．6）

　本種はハネウデワムシと呼ばれる。今回記載した且

Pho．5獲η伽η雌μmsp．　（×125） Ph・．6Polyα航rαu吻αr‘s　（×250）

踏

Pho。7　　＆ソηeんαe4αぶεツ！αεα　　　（×200） Ph・，8κθ〃εco臨αZo几8ごs加α　（×200）
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膨匁αr’Sの中には且do漉hopなαも含めた．体は透明で長

方形，大きさは120～160μmである．体の横に鳥の羽の

ような突起（剣状肢）が4カ所についているためこの名

前がある．体の前部に2本の触角を有する．琵琶湖では，

年間を通じて観察されるが，春季と秋季に特に増加する．

1985年，1992年，1994年の春季に大増加を示し，これら

の増加時には5，000個体／L以上に達した．

b　貫yπehαθ蝕s妙～α蝕（76／334回：Pho．7）

　　本種はドロワムシと呼ばれ，大型の種に属する．

S．sεメα雄の中には一時期S．obJoπ8αを含んでいる．大

きさは240～300μm．体は鐘型で殻を有しない．体の上

部に多くの繊毛を有する．この上部から4本の感覚毛を

出し遊泳する．下部は細くなり，先端に細長い爪が出て

いるのが特徴である．固定を行うと全体が丸くなり分類

は困難である．琵琶湖では南湖や沿岸部を中心に年間を

通じて観察されるが，1987年および1991年の5月に大増

加を示し，1987年には6，800個体／L，1991年には4，800

Pho．9　　Trご（）んocεrごαsp． （×300）

個体／Lと非常に多く計数された．

　c　Kθ鷹eoεε‘α～oπ伊sρεηα（21／334回：Pho．8）

　　本種はトゲナガワムシと呼ばれ棘の長いのが特徴で

ある．体は円錐形で，棘を含めた大きさは440～860μm．

透明な被殻を有し，前部に6本の棘を有し，中央の2本の

うち，右側の1本が最も長く伸びる．体の後端は細長く

なり1本の棘となる．南湖では4～7月に増加傾向が認

められ，特に1991年6月には3，600個体／Lが計数され

た．

　dTr‘eぬoeereαsp．（17／334回：Pho．9）

　　本種はネズミワムシと呼ばれ，大きさは170～200μ

m
． ネズミの形に似ているためこの名が付いている。本

種はTrεehoeθreα属の中でも小型のものである．体は丸

い筒形で，後部は細くなる．南湖では7～11月に多く観

察された．

　e　ハ1砿o肌襯飢αsp．（14／334回：Pho．10）

　　本種はコガタワムシと呼ばれ大きさは140～180μm。

Pho．10　　ハ10εoη隼η驚α孟α　sp， （×300）

（

〈

Pho11 Hθκαrεんrα7ηびα 125） Ph・．12Eod‘αρωダ肱sノαρo・と∫c鵬（x50）
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β

戸

小型種に属する．体は後方が太くなった円柱形で比較的

短い．肢は細く2節で短い．春季のウログレナの大増加

時から多く観察され，ウログレナ群体の中に入り込みウ

ログレナ細胞を捕食している姿も多く観察された．春季

の増加時には1，000個体／L以上に達する年もあった．

　f　∫∫2xαrεhrαm‘rα（11／334回：Pho．11）

　　本種はミジンコワムシと呼ばれる大型のワムシで，

大きさは300～400μm．以前はPθdα」‘α〃1‘rαとされて

いた種である。体は逆三角形で，体に長短数本の太い腕

が出る．腕の先端には発達した羽状剛毛がある．琵琶湖

では夏季に多く観察されたが，現在は減少傾向を示して

いる．

（3）甲殻類（図10）

　甲殻類の調査法としてはプランクトンネットによる採

集が一般的であるが，今回は他の小型の動物プランクト

ンと採取方法を統一して調査を行った．従って，湖水1

Lの自然濃縮方法によって採集された甲殻類についての

計数結果である．このことから，総個体数の少ない冬季

や秋季には観察されないことも多かった．『しかし，219

回の調査回数中169回でカイアシ類やミジンコ類に属す

る成虫を観察した．この期間中に10回以上優占種となっ

て出現した種は4種であり，この4種が優占種となるこ

とが，甲殻綱優占時の91％を占めた．ここではnauplius

幼生の数は省略した．

　a　E・d‘αρεo肌μs加o肋μs（84／169回：Ph・．12）

　　本種はヤマトヒゲナガケンミジンコと呼ばれる大型

のカイアシ類で大きさは約1．2mm．頭から長い触角が2

本出ていて，その長さが体長かまたはそれ以上にまで伸

びるのが特徴である．琵琶湖で最も多くみられるカイア

シ類であり，6～10月にかけて多くみられ，1988年6月

には360個体／L，8月には340個体／Lと多く計数され

た．

　b　Bos加ηαZoη9εrosεrεs（44／169回：Ph・，13）

　　本種はミジンコ類に属しゾウミジンコと呼ばれ，大

200
個体数／1

100

0

100

0

100

0
0
0

　
5

200、副 蔓lo［秘［唖簸穐團

／唖πa塑磁凋　　400

400

120 1二互簸璽璽饗亟廼コ

慧

Ph・．13B・s漉παZ・几8かos幡（×125）

騰

鰯織

Pho．14　Dαρん几‘α8αZθαεα　　　（×50）

嚢

828384・85868788899091929394959697（年）

図10　琵琶湖南湖における甲殻類各種の経年変動
　　　　　　　　　　　　　（1982－199フ）

Pho．15　Dごαρんαηoso〃1α～）rα（ぬy㍑rμ〃1（×90）
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きさは0．4～0。7mmと小型である．象の鼻のように第一

触角が長く伸びているのが特徴である．この種は日本各

地の湖沼で普通にみられ，琵琶湖でも沿岸部の春季に多

くみられ1991年5月には400個体／Lと多く計数された。

　c　D鋤融8α‘2αεα（13／169回：Ph・、14）

　本種は大型のミジンコ類でカブトミジンコと呼ばれ

大きさは0．7～1．2mm．側面からみると頭部がとがって

兜の形をしているのが特徴である．後ろは尾のように長

く伸びる殻刺がある．腕のような触角を動かして水中を

遊泳する．琵琶湖では秋季～冬季に主に観察される．

1991年10月には400個体／Lが計数された。

　d　1）ぬρh㎝oso1παbrαehζyμ躍肌（13／169回：Pko．15）

　　この種はオナガミジンコと呼ばれる．大きさは0．8

～1mm．体は透明で長卵型，尾部は次第に細くなり，

先端は大型の尾爪となる．水温が高くなる初夏から秋季

に観察された．1985年9月に最高120個体／L計数され
た．

4．南湖中央における総個体数の経月変動（図7．図14）

　南湖中央におけるこの15年間の動物プランクトン総個

体数を各類別に平均した結果を示した．

（1》原生動物（図11）

　原生動物の経月変動は1～3月までは3，600～7，100

個体／Lで推移したが，4～6月には主に繊毛虫類の増

加により9，000～15，000個体／Lにまで達した．その後，

7～10月にかけては3，900～5，000個体／Lと比較的少な

く推移し，11月以降は再び6，000～7，600個体／L程度の

小さな増加がみられた．

　従って，原生動物は春季に大きな1回の大きなピーク

が認められることが明かとなった．また，この15年間に

おける各年の平均総個体数をみると，1991年（9，400個

体／L）が最も多く，次いで1992年（9，300個体／L）

が多かった．

（2》ワムシ類（図12）

　ワムシ類の経月変動をみると，1～4月までは380～

1，200個体／Lで推移したが，4～6月には増加を示し

1，400～3，400個体／Lにまで達した．その後，7～11月

にかけては380～1，000個体／Lと減少し，11月以降は再

び1，200～1，300個体／L程度の小さな増加がみられた．

　従って，ワムシ類は原生動物と同様に春季に大きなピー

クが認められることが明かとなった．また，この15年間

における各年の平均総個体数をみると，ワムシ類の増加

は1987年（2，200個体／L）が最も多く，次いで1992年

（1，900個体／L）であった．

（3）甲殻類（図13）

　甲殻類の経月変動は1～4月までは7～23個体／L

と比較的少なく推移したが，5月のピーク時には52個体

／L，7月のピーク時に77個体／L，9月のピーク時に

120個体／Lと徐々に増加のピークが大きくなる傾向が

へ
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認められた．その後，10月以降は4～23個体／Lと急激

に減少する傾向がみられた．

　従って，甲殻類は原生動物やワムシ類が増加した後に

増加すること，また，栄養塩類が枯渇する8月には一時

的に減少するものの，最も大きな増加は9～10月にある

ことが今回の調査で明かとなった。また，この15年間に

おける各年の平均総個体数をみると，甲殻類の増加は

1991年（77個体／L）が最も多く，次いで1997年（63個

体／L）であった．

5．動物プランクトンの採集方法について

　従来から動物プランクトン調査にはプランクトンネッ

ト（通常網目サイズNXX13：100μm）が用いられ，

水平方向に一定の距離を曵いたり，鉛直方向に一定の水

深から表層までを曳いたりする方法が用いられてきた．

しかし，この方法で行った調査では，小型種の多くがネッ

トの網目を通過してしまい，甲殻類に属する種や一部の

大型のワムシ類に属する種より観察されなかった．更に，

現場での大型プランクトンの個体密度が多いときには，

ネットの目詰まりが速くなり，一定のろ過係数が得られ

ないこと，そして，富栄養化が進行すると小型の原生動

物も増加のしてく4」とから，従来より細かい網目（網

目NXXX25：40μm）のプランクトンネットを円い一定

の湖水を直接プランクトンネットに流し込む方∠こ（プラ

ンクトンネット法）を用いて調査を行った．

　今回，琵琶湖においてプランクトンネット法と自然沈

降法との両法を用いて動物プランクトン調査を行った．

プランクトン採集地点が同位置でないこと，および，調

査日時が同一でないことなどから，簡単には両地点の調

査結果を比較できないと考える．しかし，両地点が同水

系にあり比較的近いこと，同時に実施している植物プラ

ンクトン調査結果が同様に推移していること，動物プラ

ンクトン優占種の出現頻度および出現種のサイズ，そし

て，その総個体数などから考察すると，自然沈降法の場

合，原生動物の中でも比較的小型で年間を通じ多量に出

現しているSεorob漉d‘μ1ηsp．やTfπε加漉漉μ’η∫Zμ匪砒εZε

などの繊毛虫類がプランクトンネット法では，ほとんど

把握出来ないことが明らかとなり，また，堅い殻を有し

ている繊毛虫や根足虫でも自然沈降法に比べ総個体数が

少ないことが明かとなった．しかし，ワムシ類や甲殻類

に属する多くの種は40μm以上のサイズであり，両者と

もに同量程度捕捉されていることが推察された．

　今後，富栄養化が進行するに従って，ますます小型の

動物プランクトンの個体数密度が多くなってくるものと

考えられることから，富栄養化調査としての動物プラン

クトン調査は，自然沈降法による調査が最適であると推

察された，
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ま　　と　　め

　今回，琵琶湖南湖における動物プランクトンの優占種

の変遷を中心に検討した結果は次のとおりである．

1．種類

　南湖中央で観察された動物プランクトン種は，原生動

物31属43種であり，ワムシ類25属58種，甲殻類8属11種

類，合計64属112種であった．また，瀬田川流心で観察

された優占種は，原生動物12属16種であり，ワムシ類13

属17種，甲殻類5属6種類の合計30属39種であった．

2．優占種の変遷

　南湖中央における原生動物は丁刀μ画α躍θや醜orob漉漉μ肌

sp．が主に出現し，ワムシ類ではP。りμZ8α7εsやS．sε図α£αが

多く出現した．また，夏季には温肌かαや飢わ∫ros戯sお

よびK．ooe配θαrfsなどの種が一時的に多く出現した．甲

殻類ではカイアシ類に属するE顕poπεe欝やミジンコ類

に属するB．～0π8ごrOSεr‘Sが主に観察された．

　瀬田川流心では，原生動物の皿c鍛εθrαが優占種とな

る回数が最も多く，ワムシ類ではP．ひ認8αrεsが最も多

かった。また，甲殻類では，ミジンコ類のB．！0π8‘rOSε

rεsが最も多く優占種となった．種の交代についてみる

と1989年当時に比ぺ近年は優占となる種の交代が早くなっ

ており，同じ種類が長期間にわたり優占種となり難いこ

とが推察された．

3．総個体数の経月変動

　南湖中央の動物プランクトン総個体数を各類別に平均

した結果，原生動物およびワムシ類は春季（4～6月）

に大増加を示し，甲殻類はこの原生動物やワムシ類の増

加後に増加傾向を示した。また，栄養塩類が枯渇する8

月には一時的に減少するものの，甲殻類の最も大きな増

加は9～10月にあることが明かとなった．また，この15

年間における平均総個体数が最も多かった年についてみ

ると，原生動物は1991年であり，ワムシ類では1987年，

甲殻類では1991年であった．

4．採集方法について

　自然沈降法による動物プランクトンの計数は，繊毛虫

類のSεoroわ漉d’μ肌sp．やπ厩εππ雌μ肌∫’即fα£ε～θなど

が年間を通じ多量に出現することを確認したが，プラン

クトンネット法では，ほとんど網目から抜けてしまい把

握できていないことが明らかとなり，また，大型の繊毛

虫や根足虫もプランクトンネット法では総個体数が少な

くなることも確認した．しかし，甲殻類などの大型種は

両法ともに同量程度捕捉されることが明らかとなった．

今後，富栄養化の進行に伴い，小型種の個体数密度が増

加することも予測されることから，今後は，より細かい

網目のプランクトンネットを用い一定の湖水を流し込む

方法や湖水そのものを固定し濃縮して行く方法が適当で

あると考えられた．
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図14琵琶湖南湖における動物プランクトン
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表1

　　　　　　　原生動物

　　　　　　属　　　種
　1982年　　　22　　　27
　1983年　　　　20　　　25
　1984年　　　　19　　　26
　1985年　　　　16　　　23
　1986年　　　　12　　　16
　1987年　　　　19　　　26
　1988年　　　　19　　　　24

　1989年　　　一　　　一
　1990年　　　　14　　　　17

　1991年　　　　15　　　24
　1992年　　　　13　　　17

　1993年　　　　19　　　26

　1994年　　　15　　20
　1995年　　　　15　　　22

　1996年　　　18　　26
　1997年　　　　17　　　22

膿璽瓢二幡置；璽
注1

注2　1989年は欠測。
注3

注4

琵琶湖南湖における動物プランクトン種類数（1982－1997）
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　ワムシ類

属　　　種
16　　　23
16　　　23
14　　　19
13　　　19
17　　　27
15　　　21
12　　　15

22　　　41
14　　　21
　9　　　11

14　　　16
14　　　18
13　　　17
12　　　23
12　　　18
25　　　58

1982年と1990年は4月～12月まで。その他の年は1月～12月。

その他のCiliata，ソノタノワムシは1種類として加えた。
その他の動物プランクトンはここでは加えていない。

甲殻類

属　　　種
　6

　4

　5

　5

　4

　4

　4

　7

　5

　5

　4

　5

　5

　5

　5

　8　　　11

動物プランクトン

属　　 種

44　　　56
40　　　52
38　　　50
34　　　48
33　　　48
38　　　52
35　　　43

43　　　66
34　　　51
27　　　33
37　　　46
34　　　44
33　　　46
35　　　55
34　　　47
64　　　112
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